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2026年 6月 5日  

公益財団法人東京都歴史文化財団 

アーツカウンシル東京 

 

 

 

2026年度 第 1期 芸術文化による社会支援助成 

対象事業決定のお知らせ 

 
公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京が実施する「芸術文化による社会支援助成」は、さまざ

まな社会環境にある人が共に参加し、個性を尊重し合いながら創造性を発揮することのできる芸術活動や、芸術文化

の特性を活かし社会や都市のさまざまな課題に取り組む活動を助成します。社会における芸術文化の新たな意義を

提起し、あらゆる人に開かれた芸術のあり方を推進する先駆的な活動や、長期的視点を持ち着実に課題解決に資す

る活動の支援を目的とします。2026 年度は子供の芸術鑑賞や体験機会の格差解消に取り組む事業を重点的に支援

します。 

 

このたび 2026年度 第 1期 芸術文化による社会支援助成の対象事業を決定いたしました。 

今期は、申請件数 93 件に対して、採択件数は 14 件となりました（採択率 15.1%）。助成予定総額は 22,486 千円で

す。 

 

■ 2026年度 第 1期 申請・採択件数 

 
 

・対象期間：2026年 7月 1日以降に開始し、2027年 6月 30日までに終了する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請件数 採択件数

合計 93 14

WEB掲載用（ニュース＆助成ページ） 
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■ 2026年度 第 1期 芸術文化による社会支援助成 採択事業 一覧 

申請 93件、採択 14件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施

場所
申請者名 事業名

交付決定額

（千円）

都内 有限会社劇団銅鑼 Let's try！プロジェクト公演 2,000

都内
一般社団法人プレイキッズシア

ター
だれもがみんなアーティスト 子ども創作舞台プロジェクト 2,000

都内 mina_te_mari

きこえない・きこえにくい子どもたちの未来をひらく DEAF-led

芸術創造事業

※3年計画事業採択の1年目

1,480

都内 おどのま

スペシャルニーズの子どもたちのための舞台芸術

「またね（仮）」の創作上演（仮）

※2年計画事業採択の1年目

1,020

都内 一般社団法人コニエレニ
～こども芸術祭～　色と音、ことばで見える　わたしのかたち

（仮）
1,043

都内 nosmosis 実行委員会 nosmosis research 2026 2,000

都内 ああ99ビビ
子どもどるダンス部

※2年計画事業採択の2年目
1,720

都内
公益財団法人八王子市学園都市

文化ふれあい財団

マジゲキ2026 ～本気(マジ)でプレゼントする！高校生といっしょ

につくる演劇(ゲキ)公演～
484

都内 PANCETTA PANCETTA LAB 2026 SUMMER 「ヘンゼルとグレーテル」 1,000

都内 一般社団法人IROHAMO

学びと実践から育つ インクルーシブ・コンサート ― 言語やコ

ミュニケーションの多様性をひらく ― OTOMIC Lab. vol.3（仮）

※3年計画事業採択の2年目

2,000

都内 一般財団法人八島花文化財団

「誰もが参加できる未来の身体表現へのアプローチ」

～ありのままの身体(からだ)こそが  表現だ～

※3年計画事業採択の3年目

2,000

都内 くちびるの会
子どもの文化体験格差に向き合う無料カンパ型「紙おしばい」

モデル検証事業（仮）
2,000

都内 株式会社precog GOOD DIALOGUE LABORATORY 2,000

都内 arts accessibility lab

舞台芸術におけるアクセシビリティ向上のための研究会及び上演

プロジェクト

※3年計画事業採択の1年目

1,739
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■ 2026年度 第 1期 芸術文化による社会支援助成 採択結果の概況 

申請件数は過去最多を大きく上回る 93件で、その 6割強となる 62件が初申請でした。昨年度に続き、子供の芸

術鑑賞や体験機会の格差解消に取り組む事業を重点的に支援する方針を設け、61件の申請が該当しました。その

ほか、人々の精神・身体のエンパワメント、障害者の表現活動や鑑賞環境整備など、多様な社会課題に対する取り

組みが見られました。審査の結果 14件を採択し、そのうち重点支援事業は 10件です。 

審査では、計画性、先駆性・独創性、効果の広がり、継続的発展性を総合的に判断しました。重点支援事業では、

格差を生み出している複数の要因に配慮があり、事業計画が具体的で、多様な関係者と連携し、持続的なネットワー

クを構築する姿勢や工夫が見られる事業が採択となりました。また、複数年の優先的支援事業は 6件です。アクセシ

ビリティを企画や事業の設計段階から組み込み、創作現場へ再現可能な形で共有することを目指す事業や、聞こえ

ない・聞こえにくい子供を対象に、ろう者アーティストが継続的なワークショップを行う事業など、新たに 3件が複数年

の優先的支援の対象となりました。 

 

 

■ 審査プロセス 

以下の審査プロセスによって、採択を決定しています。 

                                              

                        

 

 

 

     

 申請書類 精査   

     

   有識者ヒアリング  

  助成課長による取りまとめ 

 
評価案及び 
採択原案作成   

  機構長による審議 

 決定・公表   

＜本リリースに関するお問い合わせ＞ 
公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京 企画部広報課 広報担当：関次、柳生 

TEL：03-6256-8432 E-mail：press@artscouncil-tokyo.jp 

https://www.artscouncil-tokyo.jp 

＜本事業に関するお問い合わせ＞ 
公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京 活動支援部助成課 担当：玉虫、関 

 TEL：03-6256-8431 E-mail：josei@artscouncil-tokyo.jp  
 


